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昭
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三
十
七
年
度
一
般
会
計
決
算
額

本
町
附
、
昭
和
三
十
一
年
度
一
和
二
十
九
年
度
末
現
在
)
の
解
一
よ
り
、
当
初
計
蘭
十
二
ヶ
年
を

か
ら
、
地
財
法
の
適
用
を
受
け
一
消
に
の
り
だ
し
ま
し
た
が
、
み
一
五
ヶ
年
間
短
縮
し
て
七
ヶ
年
で

て
、
赤
字
四
千
五
百
万
円
(
昭
一
な
さ
ん
の
理
解
あ
る
ご
協
力
に
一
解
消
す
る
こ
と
与
な
り
、
昭
和

~ 

主;Uま

和37年度長浜町財政再虐計画実施状況の公表 (性質問(単位千

|区 分 I~号額 F 一品源片笑額千一品源|才史喜千明
I 1税収入 1 (44.420~ I 44.420 1 44.036 I l'15. 036.) 1ム 616I 6 616 

d 普通 τE7仁~I二互亙仁亙耳仁亙区戸コ平戸ニヰ
10 財!攻再建のための培収分|一一一一一旦_1 0 1 0 1 0 1 0 1_一一ーし
I 2地方交付税 1 68.888 1 68.888 I 68.966 1 __ _68-R6_6_1 o 78 1_ムー__7L
I 3 ~，庫支出金及び県支出金 I 38.422 I 0 I ~7.326 I 0 I 1.096 I 
「「一面 方 債 1 28.000 1-一一-0一 6.000 1-一一-0-1-ゴ同01-一一一了
|イ財政再建債10101010101 0 

入|ロそ の 他己主ヒ土…日日川二土寸万戸#5 そ の一一百1 22.667 1 11.343 1-亙互73 1 7.887 1 6二重ζこ二五亙
才入会計 I 2112，397 I 12i_.flli1_ 1 18日.80レ〆I121.689 i 21.596 I 2.962 

カま?孟幸艮犀乏(毎月l回発11) 昭和38年10月20日(ー)

.~---、

区 計画額 l 決算額 | 比較増減税 i 
分 才出額|一般財源 才出額|一般財源 才出額|一般財源、

費 的 経費 90山川QI川 5I 68.909 ム 5914lム 911
イ人 件 費 48.752 I 38.490 I 44.954 I 32.309 I 3.798 I 6.181 
(イ}基 本 給 25.122 I 19. 778 i 24.8 61 I 18.244 I 261 I 1.534 
才 (ロ)そ の イ也 23.6311 18.712 20 093 14.065 3.537 4.647 
ロ物 件 費 30 807 21. 694 34.433 21.588 ム R.626 ム 106 
ハそ の イ也 10.632 7.814 16.718 15.012 ム 6.086 ム 7.198
2 投 資 的 経 費 86.433 53.096 21.818 33.337 8.427 
イ ネ甫 助 事 業 費 56 699 4q.~ilO 18.747 7 169 4.443 
ロ単 5虫 事 業費 29.734 3.566 3.071 26.168 4.9R4 
3 ノAヘJ‘ 債 費 23.6'73 21.408 21.244 2~265 2.264 
イ 財政再建債元手Ij償還金 6.336 6.336 1 6 172 。 。

l臼 ロそ の イ也 17.337 15川 15.0句 2.265 I 2.264 
そ の t也 2.100 4.934 1 4.41111 ム 2.834 1 6 2.560 
才 出 ，ぷ国入 計 L75.54:; -1 116.4Hl 1~.854 1 R.220 
才入才出差引額 ~.258 一一一一一一一一一一一一一---一一
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九月の人口動態

男 8.56 7 
女 9.37 0 
計 17.9 3 7 
世帯数 4.1 6 9 

(末日現在)

死亡 13
離婚 O 

出生 15
婚姻 5 

印刷所

三
十
七
年
度
で
完
了
い
た
し
ま

し
た
。こ
と
に
、
昭
和
三
十
七
年
度

財
政
実
施
の
状
況
を
別
表
の
通

り
公
表
し
て
、
そ
の
ご
協
力
に

感
謝
し
、
あ
わ
せ
て
、
今
後
と

も
本
町
財
政
確
立
の
た
め
、
さ

ら
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

昭和 37年度特別会計決算
|才入額 l才出額 l差'51過不足額

青島枯路特別会計 11.052.275 18抑 950 1ム問。阿

国保特別会計 129.512問 b問削 l
白滝直診会計 11側 307 1 2 附~
青島直診会計| ω9R7 1 844~ 
上水道会計 14附 780 15 052.202 1 

上水道施設会計 116.876.162 116.876.162 ¥ 

公益質庫会副一日旦.741 1 548.251 ¥ 

-計¥54卿 844 156. 661~ 

4一ム

区 分

昭和37年度普通会計決算(目的別)
歳 入(単位T円)

5.258千円昭和38年へ繰越額
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昭和38年度普通会計予資額調(回初38年31m日現在)

歳入

秋4

すこ4

秋

口
読
書
/
、
味
覚
/
、
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
/

暑
か
ら
ず
、
寒
か
ら
ず
一
年

中
で
い
ち
ば
ん
暮
ら
し
よ
い
ジ

l
ズ
ジ
で
す
。

そ
し
て
、
日
本
晴
れ
の
澄
み

き
っ
た
空
が
見
ら
れ
る
の
も
こ

の
頃
で
す
。

と
の

ν
1
ズ
シ
に
規
則
正
し

い
生
活
を
行
い
、
一
日
二
十
四

時
間
の
内
、
八
時
間
を
睡
眠
に

と
り
、
労
働
は
八
時
間
、
残
り

八
時
間
を
食
事
と
、
休
息
、
あ

る
い
は
、
読
書
に
す
ど
す
の
が

理
想
的
で
す
。

個
人
個
人
の
体
力
の
差
や
経

千円

E童会費 3.175 
消防費 4，554
財産量 699 
統計費 120 
選挙管 563 
予備費 990 
保健費 12.386
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け‘

な‘

わ4

そ
こ
で
、
こ
と
し
も
、
十
月

下
句
に
一
斉
検
使
を
行
い
ま
す

一
斉
検
便
は
、
町
民
約
一
万

人
を
対
象
に
、
実
施
し
、
と
の

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ー
保
育
所
学
校
な
ど
へ
寄
付

i

子1~ 1十lt;[i
寄

附

物

件

的
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つ つる作き なそ る働人いとの達 らなうらりるがりい母 恩の視をい，13 2 1二
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考派た広寄老ものでち 姿なして強く母いいくこがて」たかたち らてにや/ってい滝区て業でと業係
えないくり院つでのか を百て上もくのまか聞し普いを、らこは よ何一担 1いいて養のいが、長振で
て日とみををとすごい 見姓、げよらおすない祖通すす祖れと、 いか度母 (τ る現老リる現大浜奥向
い本思ん大た設。恩、 せに「たいしか。けて父でぐる父るを祖 なおだの iも。在院>' 0 在刑のの ー

まのいな切〈備 返ま てな僕い成てげ れし、母す{中時と時守父 1 くけ誕 t、 そのポ 着出中一
す国まににさの した 上つがと績いで ばみの。なも祖もらや とりれ生 J継 の拡舘 々魚間環
。をす知すん行 に、 げてー思をる僕 なんい僕おあ母あな祖 、もど会続 事張の と礁へと

け

d
J
ヨ
九
日
官
官
句
"
一
三
づ
青
写

ー
九
月
定
例
議
会
お
わ
る

f 、

昭
和
三
十
八
年
長
浜
町
議
会

第
三
回
定
例
町
議
会
は
、
去
る

一
九
片
二
十
五
日
午
前
九
時
三
十

一
分
か
ら
役
場
会
議
室
で
開
か
れ

一
ま
し
た
。
町
長
か
ら
一
般
行
政

一
報
告
(
別
項
の
と
お
り
)
が
あ

一
っ
た
後
二
十
三
件
の
重
要
案
件

一
が
上
程
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

一
そ
の
お
も
な
も
の
の
内
容
は

一
次
の
と
お
り
で
す
。

一
て
議
案
第
八
十
号

一
専
決
処
分
し
た
出
海
漁
港
舟

一
揚
場
災
害
復
旧
費
、
一
二
十
七
万

一
九
千
円
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

一
に
つ
い
て
。

一
て
議
案
第
八
十
一
号
、
八
十

ま
一
二
号
八
十
三
号
、
八
十
五
号

む
一
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基

づ
き
、
長
浜
町
防
災
会
議
の
組

織
と
、
災
害
対
熊
本
部
を
設
け

る
こ
と
。

災
害
応
急
の
業
務
に
従
事
し

た
も
の
の
損
害
を
補
償
す
る
こ

シ」。
そ
の
捕
償
に
伴
い
、
県
内
市

町
村
で
作
っ
て
い
る
補
償
組
合

の
規
約
を
改
正
す
る
こ
と
。

第80号'/J宝?主平既層重(二) 昭和38年四月20日 (毎月L

ず万会 この車軽を前主主
れ一長農ー 小 軽と対を自 s!J一五で備長ー
も干ー業、 型 四三 二白。象分動税六百六強浜
年円万委譲そ 農特貨乗輪グ円輪動 と離車条議十百化町議
額、五員案の 耕殊物用以尉 の王室 ししと例案五七し消案
)委千会第他 作自年 上 m も 、て、の第名十て防第
に員円委八 業動額 の庁 の 税そ小一八に五少団八
o'{九、員十"年用車二年もが 年 額れ型部十減名数の十
め子高Ijの七 H 額 千額の庁 額 をぞ特改六員の精械四
る円会報号三一 五三 二 千 決れ殊iE号す団鋭動号
と(長献l 干千 百千千五 め課臼はる員の力
といーを 円円 円円 円 百 る税動、 数建主ピ

/ 

議
案
ニ
十
一
一
一
件
を
可
決
|
一

て
議
案
第
八
十
八
号

上
水
道
施
設
事
業
費
と
し
て

三
千
五
百
万
円
を
起
債
す
る
こ

レ」。

一
、
議
案
第
八
十
九
号

昭
和
三
十
八
年
四
月
か
ら
六

月
ま
で
の
長
雨
に
よ
る
被
害
農

林
漁
業
者
に
対
す
る
経
営
資
金

を
融
通
す
る
、
櫛
生
、
大
和
、

お
よ
び
白
滝
農
協
と
、
利
子
摘

給
お
よ
び
損
失
補
償
の
負
担
に

に
つ
い
て
契
約
す
る
こ
と
。

一
、
議
案
第
九
十
号

出
海
簡
易
水
道
調
整
池
お
よ

び
、
ポ
シ
プ
室
建
設
の
た
め
地

積
四
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
を
購

入
す
る
。
一
、
議
案
第
九
十
一
号

町
営
住
宅
お
よ
び
同
敷
地
の

う
ち
、
払
い
下
げ
る
こ
と
が
適

当
と
見
な
さ
れ
る
も
の
は
、
入

居
者
の
希
望
に
よ
っ
て
払
い
下

げ
ら
れ
る
こ
と
と
す
る
。

て
議
案
第
九
十
二
号

大
字
出
海
字
古
替
地
の
二
百

平
方
メ
ー
ト
ル
、
大
{
一
十
長
浜
字

浜
の
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
払
い

下
げ
る
。

て
議
案
第
九
十
一
一
一
号

昭
和
三
十
八
年
度
一
般
会
計

才
入
才
出
予
算
の
追
加
額
七
百

五
十
四
万
四
千
九
百
六
十
円
。

て
議
案
第
九
十
四
号

昭
和
三
十
八
年
度
長
浜
町
建

設
事
業
特
別
会
計
予
算
の
追
加

額
六
百
九
十
九
万
三
千
四
百
円

こ
の
う
ち
五
百
万
円
は
、

中
央
火
葬
場
の
建
設
賞
。

て
議
案
第
九
十
五
号

昭
和
三
十
八
年
度
上
水
道
特

別
会
計
予
算
三
万
円
の
追
加
。

一
、
議
案
第
九
十
六
号

昭
和
三
十
八
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
五
万
二
干

円
の
追
加
。

一
、
議
案
第
九
十
七
号

昭
和
三
十
八
年
度
診
療
所
特

別
会
計
予
算
の
組
み
か
え

て
議
案
第
九
十
八
号

昭
和
三
十
八
隼
度
青
島
杭
路

特
別
会
計
予
算
組
み
か
え
。

一
、
議
案
第
九
十
九
号

一
時
借
入
金
限
度
額
に
つ
い

秀

作

と
し
よ
り
の
日
に
思
う

犬
和
第
二
中
学
校

一

年

大

本

昭

硲

僕
の
う
ち
に
は
、
祖
父
も
祖

4
、
人
件
費
が
大
き
く
伸
び
て

長、た。

こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る

一
方
節
約
で
ま
る
も
の
は
、

い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
可
能
な
限

り
節
約
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て

お
りそ
の
一
つ
と
し
て
、
出
張
所

を
整
理
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
、
住
民
が
不
便
に
な
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
出
張
所
で

扱
っ
て
い
た
事
務
を
そ
っ
く
り

各
農
協
へ
委
託
し
た
。

的
な
も
の
は
、
前
年
度
の
倍

額
伎
の
も
の
が
決
定
を
み
た

の
で
、
そ
の
事
業
を
進
め
て

い
る
。

4
、
漁
港
に
あ
っ
て
は
、

A
「坊

青
島
、
櫛
生
三
ケ
所
を
継
続

事
業
と
し
て
現
在
ス
ム
ー
ス

に
事
業
を
進
め
て
い
る
。

F

司
、
町
民
の
関
心
の
的
と
な
っ

て
い
る
中
央
火
葬
場
の
件
に

つ
い
て
は
、
国
へ
お
願
い
し

て
、
起
債
事
業
と
し
て
認
可

の
内
定
が
あ
っ
た
の
で
、
霊

き
ゅ
う
車
を
か
ま
え
て
近
代

白
滝
の
駅
を
出
て
五
分
。

早
く
も
白
滝
公
園
の
入
口
に
さ

し
か
か
り
ま
す
。

静
か
な
自
然
林
に
つ
つ
ま
れ

た
美
し
さ
、
も
み
じ
と
、
雄
大

な
け
い
こ
く
の
美
く
し
さ
に
沿

っ
て
、
小
道
を
登
っ
て
行
く
と

見
返
り
橋
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
ま
で
登
る
と
、
急
に
幽

す
い
の
気
に
打
た
れ
ま
す
。

橋
を
渡
っ
て
振
り
向
く
と
、

高
さ
八
十
メ
ー
ト
ル
、
巾
二
メ

ー
ト
ル
の
豪
壮
な
、
雄
滝
(
お

だ
き
)
が
真
正
面
に
迫
っ
て
来

ま
す
。そ
こ
を
離
れ
て
、
「
く
」
の

字
に
う
か
い
し
た
道
を
更
に
上

へ
約
五
十
メ
ー
ト
ル
登
っ
て
行

く
と
、
高
さ
六
十
メ
ー
ト
ル
、

巾
四
メ
ー
ト
ル
の
雌
滝
(
め
だ

き
)
で
す
。

天
空
か
ら
と
う
と
う
と
奔
ほ
し

る
ば
〈
布
は
緑
で
い
の
が
け
を

と
ぎ
白
玉
の
し
ぶ
き
は
、
七
色

の
虹
に
彩
ら
れ
、
も
み
じ
に
染

み
な
が
ら
、
ご
う
音
を
ひ
び
か

せ
る
優
に
し
て
壮
な
る
美
く
し

さ
は
遊
子
の
足
を
く
李
づ
け
に

し
ま
す
，

化
さ
れ
た
理
想
的
な
も
の
に

し
て
ゆ
ぎ
た
い
。

入
閣
は
二
度
は
誰
れ
で
も

死
ぬ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
人

の
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
貴
い
人

生
の
最
後
の
旅
路
を
最
高
度

に
祭
っ
て
差
し
あ
げ
る
べ
き

だ
と
J

考
え
る
か
ら
で
あ
る

6
、
中
央
公
民
舘
も
、

昭
和
三
十
八
年
度
中
に
建
設

す
る
よ
う
に
、
自
信
を
持
っ

て
、
財
源
確
保
に
つ
と
め
て

い
る
の

7
、
動
脈
道
路
は
、

長
浜

1
大
洲

I
肱
川
!
日
吉

l
ゆ
す
原
(
ゆ
す
は
ら
)
と

結
ぶ
道
路
、
つ
ま
り
長
浜
町

に
と
っ
て
は
動
脈
道
路
で
あ

る
が
こ
の
道
路
に
つ
い
て
は

来
年
は
才
リ
シ
ビ
ッ
ク
も
終

る
の
で
、
現
在
中
央
に
吸
収

さ
れ
て
い
る
道
路
予
算
が
、

来
年
を
ピ

l
ク
と
し
て
地
方

へ
流
れ
て
く
る
可
能
性
を
見

越
し
て
、
早
い
判
明
会
に
改
修

に
手
を
つ
け
て
ゆ
品
目
、
、
長
供

町
の
産
業
、
経
済
、
文
化
、

( 3 ) 

天
空
に
奔
る
ば
く
布

自
然
林
と
け
い
谷
の
美

も
み
じ
で
有
名
怠
白
滝
公
園

主
骨
は
、
一
吉
野
楼
で
色
ど
り
ま

す
が
、
や
は
り
白
滝
と
い
え
ば

「
も
み
じ
に
始
ま
り
も
み
じ
に

終
る
」
と
い
わ
れ
る
位
、
「
も

み
じ
」
は
、
白
滝
の
代
名
詞
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

十
一
月
中
旬
頃
の
も
み
じ
は

実
に
一
見
事
な
も
の
で
す
。

こ
と
し
の
秋
、
も
、
も
み
じ
刈

の
一
朝
日
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

白
滝
公
園
は
、
交
通
に
便
利
一

で
、
変
化
に
富
み
、
何
回
た
ず
一

ね
て
も
、
あ
き
な
い
、
不
思
議
一

な
魔
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
一

春
楼
富
山
白
滝
の
涼
し
さ
よ

も
み
じ
の
錦
行
き
も
見
よ

人

大
洲
落
主

白
滝
公
園
内
の
臨
滝
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軍
日
は
心
の
窓
品

健

康

な

自

は

規
則
正
し
い
生
活
か
ら

外
国
で
、
め
が
ね
を
か
け
て

カ
メ
ラ
を
ぶ
ら
さ
引
け
て
い
る
人

を
見
た
ら
日
本
人
だ
と
患
っ
て

間
違
い
な
い
・
'
・
:
な
ど

と
口
の
悪
い
人
は
皮
肉
り
ま
す

が
、
そ
れ
ほ
ど
近
視
の
人
が
多

い
よ
う
で
す
。

き
て
、
目
の
街
生
の
為
に
は

自
に
直
接
の
関
係
が
な
い
と
思

わ
れ
る
こ
と
に
も
ふ
だ
ん
か
ら

気
を
く
ば
る
必
要
が
あ
り
ま
す

と
こ
ろ
で
、
健
康
な
人
は
、

自
分
の
目
が
い
ま
働
い
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
が
ち
に
な
る
も
の

で
す
。皆
さ
ん
、
目
を
大
切
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

自
は
ロ
程
に
も
の
を
い
い
心

を
相
手
の
心
に
か
よ
わ
せ
る
、

大
き
な
働
さ
も
い
た
し
ま
す
ロ

そ
こ
で
、
自
を
守
る
ひ
け
つ

十
ケ
条
を
お
伝
え
致
し
ま
す
。

第
一
条

バ
ラ
ン
ス
の
あ
る
食
事

近
視
の
原
因
は
、
単
に
も
の

を
近
く
で
見
て
ば
か
り
い
る
こ

と
が
原
因
な
の
で
は
あ
り
ま
せ

教
育
、
そ
の
他
の
面
に
つ
い

て
最
高
限
度
に
活
用
で
き
る

よ
う
鼓
善
を
尽
く
し
た
い
、

三
、
結
論
と
し
て
、

年
度
の
頭
初
施
政
方
針
で
述

べ
た
と
お
り
阪
ら
れ
た
予
算

で
事
業
を
遂
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
重
点
に
し

ぼ
っ
て
、
仕
事
を
進
め
、
積

極
的
に
更
に
財
政
の
健
全
性

を
紋
持
す
る
よ
う
な
方
向
を

た
ど
っ
て
ゆ
ぎ
た
い
と
い
う

基
本
的
な
考
え
方
に
基
い
て

准
暗
ん
で
い
る
。

ん
。
バ
ラ
ジ
ス
の
と
れ
た
栄
養

を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

第
ニ
条
正
し
い
姿
勢
で
読
書

字
を
書
い
た
り
、
読
ん
だ
り

す
る
姿
勢
は
正
し
く
す
る
習
慣

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
机
の
高
さ

が
あ
わ
な
か
っ
た
り
寝
た
ま
ま

読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
と
、

ど
う
し
て
も
無
理
な
目
の
使
い

方
に
な
り
必
要
以
上
に
目
を
疲

労
さ
せ
ま
す
る

詰
三
条目
と
テ
レ
ビ

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
ぎ
は

姿
勢
を
変
え
て
も
、
日
の
ほ
う

は
そ
の
ま
ま
見
続
け
て
い
る
J
h

の
で
す
。

少
な
く
と
も
、
一
時
間
に
十

分
は
目
を
休
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
テ
ピ
を
見
る
距
離
は

二
メ
ー
ト
ル
か
ら
コ
一
メ
ー
ト
ル

位
が
適
当
で
す
。

第
四
条
め
が
ね
は
検
眼
し
て

か
ら

遠
い
も
の
が
は
つ
ぎ
り
見
え

な
い
と
い
っ
て
も
、
近
視
で
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
仮
性
近
視
と
い
っ

て
自
の
疲
れ
た
と
き
に
起
と
る

も
の
で
す
。
め
が
ね
を
か
け
る

場
合
は
、
診
断
を
受
け
て
か
ら

度
の
あ
っ
た
も
の
を
か
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
と
と
に

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん

が
兼
用
の
め
が
ね
を
使
う
の
は

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

第
五
条
呂
に
も
体
操
を

近
く
で
も
の
を
見
続
け
た
あ

と
は
、
遠
く
の
も
の
を
眺
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

近
く
を
み
、
り
、
遠
く
を
見

た
り
す
る
「
水
晶
体
体
操
」
も

近
視
予
防
の
一
つ
に
な
る
も
の

で
す
。

第
六
条

疲
れ
た
自
に
冷
水
を

疲
れ
た
自
に
す
ぐ
目
薬
を
使

う
人
が
あ
り
ま
す
が
、
人
に
よ

っ
て
は
炎
症
を
起
こ
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

だ
れ
に
で
も
む
く
方
法
は
、

消
毒
さ
れ
た
き
れ
い
な
冷
水
で

洗
う
こ
と
で
す
。

第
七
条手
や
顔
を
清
潔
に

外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
、
手
と

顔
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

消
化
器
系
の
病
気
予
防
の
た

め
に
「
子
を
洗
い
ま
し
ょ
う
」

な
ど
と
い
う
こ
と
が
よ
く
い
わ

れ
ま
す
が
、
自
に
と
っ
て
も
同

じ
こ
と
で
す
。

第
八
条専
用
の
手
ぬ
ぐ
い

手
ぬ
ぐ
い
か
ら
、
ト
ラ
コ
ー

マ
や
そ
の
他
の
限
病
の
う
つ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

各
自
の
名
前
を
入
れ
た
専
用

の
手
ぬ
ぐ
い
を
用
い
ま
し
ょ
う

第
九
各
市

鮮
明
な
印
刷
物
を
よ
む

読
み
も
の
、
と
く
に
子
供
用

に
は
、
印
刷
の
き
れ
い
な
も
の

を
選
び
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
電
車
や
パ
ス
の
中
で

の
立
ち
よ
み
は
非
常
に
目
を
つ

か
れ
さ
せ
ま
す
。
な
る
べ
く
、

帰
宅
し
て
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
読

む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

第
十
条規
則
正
し
い
生
活

自
を
悪
く
し
て
か
ら
で
は
、

手
当
-
ー
も
日
数
も
か
か
り
ま
す
か

ら
、
早
く
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

夜
ふ
か
し
、
夜
な
べ
仕
事
、

な
ど
は
な
る
べ
く
し
な
い
よ
う

に
し
、
規
則
正
し
い
生
活
を
す

る
よ
う
に
致
し
ま
し
ょ
う
。


